
一 

は
じ
め
に 

 

近
代
日
本
に
と
っ
て
、
初
の
本
格

的
な
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争

か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
至
る

半
世
紀
は
戦
争
の
時
代
で
し
た
。
こ

の
時
代
下
に
お
い
て
出
征
し
た
兵

士
が
、
地
域
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
慰
霊
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
長
井
市
域
の
事
例

か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ニ 

日
清
戦
争
期 

 
日
清
戦
争
で
は
戦
死
者
は
ど
の

よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
根
村
草
岡
（
現
在
の
長
井
市
草
岡
）

の
近
衛
歩
兵
梅
津
宇
仲
は
、
戦
闘
で

負
傷
し
た
後
、
戦
争
終
結
後
の
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
五
月
、
台

湾
で
病
死
し
ま
し
た
。
梅
津
の
葬
儀

に
つ
い
て
は
、
隣
村
の
勧
進
代
学
校

（
現
在
の
長
井
市
立
西
根
小
学
校
）
か
ら
「
二
年

生
以
上
の
四
十
四
名
が
会
葬
の
た
め
正
午
に
学

校
を
出
た
」
と
い
う
記
録
（『
勧
進
代
学
校
百
周

年
記
念
誌
』
一
九
七
八
）
が
あ
り
ま
す
。
隣
村
の

児
童
も
会
葬
す
る
盛
大
な
葬
儀
で
戦
死
者
を
弔

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
軍
人
及
び
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
軍
夫
救
護
会
が
設

立
さ
れ
、
西
置
賜
郡
で
は
、
翌
年
、「
従
軍
者
家
族
救
護

方
実
況
取
調
」（『
日
清
軍
事
一
途
』
白
鷹
町
教
育
委
員
会

所
蔵
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
救
護
を
受
け
て
い
る
家
族

の
生
計
の
実
況
」、「
戦
死
者
・
病
死
者
に
対
す
る
弔
祭
慰

問
の
状
況
」、「
兵
員
・
軍
属
（
人
夫
等
）・
家
族
救
護
者

の
数
と
金
額
」
な
ど
が
調
査
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
田
村
歌
丸
（
現
在
の
長
井
市
歌
丸
）
の
若
狭
文

蔵
の
戦
死
に
対
し
て
は
、
大
正
期
に
な
っ
て
か
ら
も
村
費

か
ら
の
救
援
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
『
豊
田
村
役
場
文
書
』

（（
一
財
）
文
教
の
杜
な
が
い
所
蔵
）
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
戦
死
者
（
従
軍
中
の
病
死
を
含
む
）
は
丁
重
に
扱

わ
れ
、遺
族
へ
の
救
援
な
ど
も
き
め
細
か
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
、
松
ヶ
池
公
園
に
西

置
賜
郡
か
ら
出
征
し
た
兵
士
た
ち
の
功
績
を
永
久
に
伝

え
る
た
め
「
征
清
紀
功
碑
」（
高
さ
四
・
七
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
）
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
西
置
賜
郡

長
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、各
町
村
が
経
費
を
分
担
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
碑
の
上
部
に
は
、
陸
軍
大

将
大
山
巌
書
に
よ
る
「
義
勇
奉
公
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
ま

〈
特
別
寄
稿
〉 

出
征
兵
士
と
地
域
社
会 

長
井
市
史
編
集
委
員 

 
 

青 

木 

慶 

一 

写
真
１ 

征
露
戦
従
軍
者
奉
納
額
（
長
井
市
寺
泉 

五
所
神
社
所
蔵
） 

１ 
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し
た
。 

 三 
日
露
戦
争
期 

日
露
戦
争
期
の
帰
還
者
の
例
を
見
て
み
ま
す
。
西
根
村

寺
泉（
現
在
の
長
井
市
寺
泉
）の
渋
谷
嘉
蔵
は
、凱
旋
後
、

氏
神
で
あ
る
五
所
神
社
の
拝
殿
正
面
東
脇
に
桂
の
木
を

植
樹
し
「
献
木
」
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
渋
谷
ら
三
十
四

名
連
名
で
征
露
戦
従
軍
者
奉
納
額
（
写
真
１
）
を
拝
殿
中

央
に
掲
げ
ま
し
た
。
兵
士
と
軍
用
人
夫
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。奉
納
額
に
は「
国
能
光
」と
大
書
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
が
光
輝
く
こ
と
を
願
い
、
そ
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
た
と
い
う
自
負
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
拝
殿
内
に

は
家
族
よ
り
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
（
無
事
の
帰
還
を
祝
う
母

子
と
誇
ら
し
く
歩
く
兵
士
の
姿
を
描
い
た
も
の
）
も
あ
り

ま
す
。
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
出
征
し
、
無
事
凱
旋
す
る

こ
と
は
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。 

 

一
方
、
戦
死
者
が
多
く
な
る
中
、
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）
二
月
、
西
置
賜
郡
町
村
長
会
は
「
軍
人
戦
病
死

者
葬
儀
法
」(

『
日
露
事
件
関
係
書
類
』
白
鷹
町
教
育
委

員
会
所
蔵)

を
作
り
ま
し
た
。
町
村
役
場
職
員
を
葬
儀
係

に
配
置
す
る
こ
と
や
会
葬
者
の
範
囲
・
弔
慰
料
の
額
な
ど

が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
葬
者
と
し
て
近
隣
市
町

村
長
や
小
学
校
高
等
科
の
児
童
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
日
清
戦
争
期
の
対
応
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。 

 

日
露
戦
争
終
結
の
翌
年
、明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）

十
月
五
日
、
松
ヶ
池
公
園
に
青
銅
製
砲
身
形
の
西
置
賜
郡

招
魂
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
建
立
後
、
毎
年
十
月
に
な

る
と
招
魂
碑
の
前
で
西
置
賜
郡
招
魂
祭
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
招
魂
祭
は
、
そ
の
後
の
戦
死
者
を
合

祀
す
る
場
に
も
な
り
、神
道
形
式
の
祭
祀
に
続
い
て
仏
教

の
法
要
も
営
ま
れ
、
県
立
長
井
中
学
校
・
県
立
長
井
高
等

女
学
校
・
長
井
青
年
訓
練
所
の
生
徒
ら
が
参
拝
す
る
場
面

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
  

四 

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
満
州
事
変
に
始
ま
る
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
期
の
出
征
兵
士
や
戦
死
者
の
数
は
、明
治

期
の
二
つ
の
戦
争
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
満
洲
事
変
か

ら
終
戦
ま
で
の
西
根
村
一
ヵ
村
の
陸
軍
戦
死
者
は
、
慰
霊

碑
に
刻
ま
れ
た
者
だ
け
で
も
（
表
１
）
二
〇
三
名
に
も
上

り
ま
す
。 

戦
争
前
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
帰
還
し
た
出

征
兵
士
ら
は
、
地
域
の

人
々
に
「
凱
旋
記
念
品
」

と
し
て
盃
な
ど
を
配
る

こ
と
で
、
餞
別
に
対
す
る

お
礼
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
死
者
は
共
同
墓
地
か

ら
独
立
し
た
場
所
に
大

き
な
個
人
の
慰
霊
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
戦
争
後
期
に

な
る
と
、
急
激
な
戦
死
者

の
増
加
で
、
村
も
個
々
の

家
族
も
対
応
が
追
い
付
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
遺
骨

（
多
く
は
中
身
の
な
い
木
の
箱
）
の
返
還
式
さ
え
で
き
な

い
状
況
に
な
り
、
残
さ
れ
た
家
族
は
、
慰
霊
の
し
よ
う
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
三
度
目
の
召
集
を
受
け
た

兵
士
の
回
顧
談
に
、「
浴
衣
姿
で
、
ど
こ
か
に
出
か
け
る

よ
う
に
し
て
家
を
出
る
よ
う
に
と
指
示
が
あ
っ
た
」（
筆

者
叔
父
の
話
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
軍
に
は
、

兵
士
の
補
充
が
窮
迫
し
て
い
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
す
る

意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
軍
需
用
金
属
が
窮
迫
す

る
中
、青
銅
製
で
あ
る
西
置
賜
郡
招
魂
碑
も
金
属
回
収
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
日
露
戦
争
以
来
、
地
域
社
会
に
お
け

る
戦
死
者
慰
霊
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
、
出
征
兵
士
ら

の
拠
り
所
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
招
魂
碑
も
、
七
月
十
五
日

に
招
魂
碑
壮
行
式（
写
真
２
）な
る
も
の
が
執
り
行
わ
れ
、

     表１ 西根村の陸軍戦死者数 

        （西根村慰霊碑より集計） 

昭和６年～１８年 87名 42.9％ 

昭和１９年 40名 19.7％ 

昭和２０年 76名 37.4％ 

  計 203名 100％ 

 

２ 

写
真
２ 

西
置
賜
郡
招
魂
碑
壮
行
式 

（『
長
井
市
史
第
三
巻
（
近
現
代
編
）』（
昭
和
五
十
七
年
一
月
発
行
） 

巻
頭
写
真
よ
り 

写
真
提
供
‥
長
井
市
） 



九
月
四
日
に
秘
密
裏
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
田

村
の
「
現
役
入
営
兵
名
簿
」（『
長
井
市
史
』
通
史
第
三
巻
・

近
代
編 
二
〇
二
三 

四
八
六
ペ
ー
ジ
）
を
見
る
と
、
戦

争
末
期
の
二
年
間
の
記
載
が
乱
雑
に
な
り
集
計
が
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
士
を
個
人
と
し
て
丁
重

に
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。 

 

五 

戦
死
者
遺
族
の
戦
後 

戦
後
、
西
根
村
長
か
ら
県
民
生
部
世
話
課
長
に
出
さ
れ

た
次
の
よ
う
な
「
臨
時
遺
骨
交
付
願
書
（
控
）」（
個
人
所

蔵
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

臨
時
遺
骨
交
付
願
書 

 

本
籍
地 

 

山
形
県
西
置
賜
郡
西
根
村
（
略
） 

遺
族
名 

 

父 
 

 
 

◯
◯
◯
◯ 

 
 

戦
没
者 

 
 

 
 

 
 

◯
◯
◯
◯ 

 
 

公
報
発
令 

昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
日 

（
一
世
第
五
二
号
） 

右
遺
族
は
長
男
、
弐
男
相
次
い
で
戦
没
さ
れ
、
久
し

い
間
、
手
助
け
も
な
く
労
働
に
無
理
が
入
り
健
康
も
優

れ
ず
現
保
有
耕
作
地
の
耕
耘
作
業
も
容
易
で
な
い
の

で
、
長
女
に
養
子
を
迎
え
る
べ
く
準
備
も
整
い
ま
し
た

が
、
戦
没
者
の
葬
儀
未
済
の
為
、
停
頓
し
居
る
実
情
で

あ
り
、
農
家
経
営
か
ら
見
て
も
誠
に
お
気
の
毒
に
耐
え

ず
、
左
記
家
族
状
況
と
営
農
状
況
を
御
考
察
の
上
、
今

四
月
中
に
臨
時
遺
骨
交
付
（
非
公
式
な
り
と
も
）
相
成

り
た
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

一 

家
族 

父 

◯
◯
◯
◯
（
六
〇
才
） 

母 

◯
◯
◯
◯
（
五
二
才
） 

長
女 

◯
◯
◯
◯
（
十
九
才
） 

 
 

 
 

計 

三
名 

 
 

一 

家
畜 

 

な
し 

昭
和
二
十
四
年
四
月
十
五
日 

 
 

 

西
置
賜
郡
西
根
村
長 

金
子
甚
太
郎 

印 

山
形
県
民
生
部
世
話
課
長 

殿 

 

こ
の
願
書
か
ら
、
戦
争
で
二
人
の
息
子
を
失
っ
た
農
民 

が
、
残
っ
た
娘
に
婿
を
と
り
養
子
と
し
て
、
家
の
存
続
を

は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、「
戦
没
者
の
葬
儀
未
済
」
の

ま
ま
で
は
事
が
進
ま
ず
、「
非
公
式
な
り
と
も
」
遺
骨
交

付
を
願
い
た
い
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。 

こ
の
家
の
長
男
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月

六
日
台
湾
東
方
沖
で
の
艦
船
沈
没
に
よ
り
戦
死
し
ま
し

た
。
次
男
は
、
こ
の
報
を
受
け
た
後
に
出
征
と
な
り
、
陸

軍
三
十
二
連
隊
（
山
形
）
の
田
中
隊
（
在
満
州
）
に
在
籍

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
二

月
の
公
報
で
死
亡
が
通
知
さ
れ
ま
す
が
、実
際
の
死
亡
は
、

抑
留
さ
れ
た
半
年
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一

月
で
し
た
。 

戦
死
の
確
認
手
段
が
な
い
状
態
で
、残
さ
れ
た
家
族
の

不
安
や
悲
し
み
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。「
臨

時
遺
骨
交
付
願
書
」
の
申
請
後
、
遺
骨
の
交
付
が
済
ん
で

か
ら
営
ま
れ
た
次
男
の
葬
儀
に
は
、村
長
か
ら
弔
詞
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 六 

お
わ
り
に 

ま
も
な
く
終
戦
か
ら
八
十
年
に
な
り
ま
す
。
今
の
日
本

に
お
い
て
平
時
な
ら
特
殊
な
例
を
除
い
て
、
死
者
の
遺
骨

は
家
族
の
も
と
に
帰
り
慰
霊
さ
れ
ま
す
。日
清
戦
争
以
降

の
戦
死
者
の
遺
骨
は
、ど
の
程
度
遺
族
の
元
に
帰
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

抑
留
死
を
含
む
戦
死
者
数
の
記
録
は
、
あ
る
程
度
正
確

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
遺
骨
帰
還
の
状
況
は
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
が
実
態
で
す
。
今
尚
、
深
海
底
や

シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
、
戦
場
に
な
っ
た
地
や
洞
窟
に
多
く
の

遺
骨
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。 

「
国
の
光
」を
め
ざ
し
て
突
き
進
ん
で
き
た
日
本
の
対

外
戦
争
が
、
激
し
さ
を
増
し
敗
戦
色
が
濃
厚
に
な
る
中
、

出
征
兵
士
へ
の
扱
い
も
次
第
に
ぞ
ん
ざ
い
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
国
の
光
」
が
あ
く

ま
で
も
「
国
家
」
の
光
で
あ
り
、「
国
民
」
の
光
で
は
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
も
そ
も「
戦
争
」

が
「
国
民
」
に
光
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
れ
る
の
か
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

「
明
る
い
希
望
」
で
あ
っ
た
対
外
へ
の
勢
力
拡
大
が
、

「
悲
劇
の
連
続
」
に
変
化
し
て
い
っ
た
様
子
に
つ
い
て
、

今
後
も
地
域
の
「
一
例
」
を
一
つ
で
も
多
く
紹
介
し
、
戦

争
の
本
質
を
知
る
掘
り
起
こ
し
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 



 
古
代
東
山
道
の
水
駅
「
野
後
駅
」
を
追
い
求
め
て 

山
形
考
古
学
会 

会
長 

阿 

部 

明 

彦 

一 

は
じ
め
に 

 

古
代
の
水
駅
と
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
、
当
時
の
交
通
制
度
（
駅
伝
制
）
で
、
陸
路
と
は
違
い

水
路
に
配
置
さ
れ
た
駅
の
こ
と
で
、駅
施
設
に
は
役
人
や

水
夫
が
お
り
、
船
が
配
備
し
て
あ
り
ま
し
た
。
主
に
地
方

と
都
の
連
絡
路
・
物
資
運
搬
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
こ
で
紹
介
す
る
駒
籠
楯
跡
は
、
早
く
か
ら
古
代
の
水

駅
「
野
後
駅
」
擬
定
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
中
、大
石
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
か
ら
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

に
か
け
て
当
該
地
域
を
含
む
一
帯
に
つ
い
て
町
内
遺
跡

分
布
調
査
を
実
施
し
、そ
の
内
容
確
認
の
た
め
の
試
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
本
調
査
を
仮
に
大
石
田
町
教
育
委
員

会
第
一
次
調
査
・
第
二
次
調
査
と
呼
び
ま
す
。そ
の
結
果
、

駒
籠
楯
跡
内
の
主
と
し
て
「
土
井
ノ
前
」
地
区
を
中
心
に

古
代
の
遺
構
や
遺
物
の
分
布
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
年
代
が

古
代
の
駅
家
に
も
関
わ
る
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
遡
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
山
形
県
は
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
候
補
と
し
て
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」
を
文

化
庁
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
関
連
資
産
と
し
て
『
延

喜
式
』
の
東
山
道
に
含
ま
れ
る
「
水
道
駅
路
」
の
存
在
が

重
要
視
さ
れ
、
特
に
「
野
後
駅
」
擬
定
地
と
さ
れ
る
駒
籠

楯
跡
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
駒
籠
楯
跡
が

本
当
に
「
野
後
駅
」
で
あ
る
か
否
か
を
確
か
め
る
べ
く
、

平
成
十
九
年
八
月
か
ら
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。県
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
は
第
三
次

～
第
八
次
調
査
と
続
き
、
そ
の
後
引
き
継
い
だ
大
石
田
町

教
育
委
員
会
に
よ
り
第
九
次
～
第
十
七
次
に
わ
た
り
発

掘
調
査
が
重
ね
ら
れ
、令
和
三
年
度
が
最
終
と
な
り
ま
し

た
。 そ

の
間
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
第
三
次
か
ら
第
八
次

写
真
１ 

駒
籠
楯
跡
（
推
定 

野
後
駅
）
の
遠
景
（
南
か
ら
） 

 
 
 
 
 
 

北
東
か
ら
最
上
川
に
注
ぐ
野
尻
川
と
北
西
に
流
路 

を
と
る
最
上
川
の
合
流
点
右
岸
側 

（
大
石
田
町
教
育
委
員
会
所
蔵
） 

 
 

 

４ 

図
１ 

「
駒
籠
楯
跡
地
形
図
及
び
調
査
区
位
置
図
」 

（
着
色
の
部
分
‥
調
査
区
域
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
石
田
町
教
育
委
員
会
所
蔵
） 



発
掘
調
査
ま
で
の
報
告
書
、
大
石
田

町
教
育
委
員
会
に
よ
る
第
九
次
～
第

十
三
次
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
報
告

書
、
第
十
四
次
～
第
十
七
次
発
掘
調

査
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
そ
れ
ぞ
れ

刊
行
さ
れ
、
令
和
三
年
度
ま
で
の
調

査
成
果
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
大
石
田
町
教
育
委
員

会
『
駒
籠
楯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
第

十
二
集
や
第
十
三
集
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。 

 

二 

発
見
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物 

発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
駅
館
や
厩

舎
な
ど
駅
家
施
設
と
思
わ
れ
る
竪
穴

建
物
・
掘
立
柱
建
物
・
区
画
施
設
（
材

木
塀
跡
）・
土
壙
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

は
駅
家
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
要
素
で
す
。
発
掘
調
査

を
進
め
る
中
で
大
き
く
分
け
てⅠ

期

か
らⅢ

期
の
建
物
跡
な
ど
の
遺
構
群

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

Ⅰ

期
（
八
世
紀
中
～
後
葉
）
は
、
布

掘
り
を
伴
っ
て
駅
館
域
を
百
メ
ー
ト

ル
以
上
に
わ
た
っ
て
区
画
す
る
材
木

塀
列
や
一
辺
が
十
メ
ー
ト
ル
近
い
大

型
竪
穴
建
物
跡
を
特
徴
と
す
る
遺
構

群
。Ⅱ

期
（
九
世
紀
前
～
中
葉
）
は
、

桁
行
が
七
間
を
超
え
四
面
に
廂
を
持
つ
駅
館
と
考
え
ら

れ
る
大
型
掘
立
柱
建
物
跡
（
Ｓ
Ｂ
５
ａ
）
と
、
こ
れ
に
付

属
す
る
厩
舎
と
考
え
ら
れ
る
一
間×

五
間
規
模
等
の
掘

立
柱
建
物
跡
、
中
・
小
規
模
の
竪
穴
建
物
跡
を
特
徴
と
す

る
遺
構
群
。Ⅲ

期
（
九
世
紀
中
～
後
葉
）
は
、Ⅱ

期
の
掘

立
柱
建
物
配
置
を
引
き
継
ぎ
、規
模
的
に
縮
小
化
傾
向
を

見
せ
る
掘
立
柱
建
物
跡
で
す
。
こ
れ
ら
遺
構
群
の
変
遷
を

大
ま
か
な
が
らⅠ

期
か
らⅢ

期
ま
で
の
様
相
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
し
て
特
筆

さ
れ
ま
す
。 

一
方
、
出
土
し
た
遺
物
の
時
期
区
分
で
は
、Ⅰ

期
は
八

世
紀
中
～
後
葉
、Ⅱ

ａ
期
は
九
世
紀
前
葉
、Ⅱ

ｂ
期
は
九

世
紀
中
葉
、Ⅲ

期
は
九
世
紀
後
葉
が
主
体
と
判
別
で
き
、

十
世
紀
ま
で
下
る
遺
物
は
、こ
の
調
査
で
は
発
見
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

三 

成
果
と
課
題 

駒
籠
楯
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
約
四
半
世
紀
に
及

ぶ
調
査
に
よ
っ
て
「
野
後
駅
」
と
し
て
の
輪
郭
が
よ
う
や

く
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
墨
書
土
器
や
木
簡
（
文
字

資
料
）な
ど
に
よ
る
決
定
的
証
拠
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、大
型
掘
立
柱
建
物
跡
や
一
間×

五
間
と
い
っ
た

普
通
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の
長
舎
建
物
跡
な
ど
の
遺
構

の
構
成
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
古
代
「
駅
家
」
と

し
て
の
可
能
性
は
現
実
的
に
高
ま
っ
て
い
る
と
断
言
で

き
ま
す
。 

 

す
な
わ
ち
、
桁
行
七
間
で
廂
を
持
つ
大
型
の
掘
立
柱
建

５ 

写真２ 駒籠楯跡の遺構検出状況（大石田町教育委員会所蔵） 



物
は
駅
家
の
中
心
と
な
る
「
駅
館
」
で
、

五
間
の
長
舎
建
物
は
お
そ
ら
く
「
厩

舎
」
と
理
解
し
て
い
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
遺
構
の
構
築
時
期
に
つ
い
て
は

「
そ
の
初
源
は
八
世
紀
中
葉
に
遡
り
、

終
焉
は
九
世
紀
末
な
い
し
十
世
紀
初

頭
頃
」
と
の
見
通
し
を
得
ら
れ
た
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
調
査

区
一
帯
で
は
十
世
紀
前
葉
に
降
灰
し

た
と
さ
れ
る
「
十
和
田
ａ
」
火
山
灰
が

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
地
割
れ
の

亀
裂
浸
透
でⅢ

層
上
位
に
、
僅
か
に

見
ら
れ
る
程
度
で
し
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
確
証
は
な

い
も
の
の
、
十
世
紀
前
葉
頃
に
は
遺

跡
内
で
の
営
為
は
終
わ
り
、
駅
家
と

し
て
の
機
能
も
大
方
は
失
わ
れ
て
い

た
と
推
測
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
遺
跡
の
立
地
す
る
尾
花

沢
盆
地
内
に
は
、
こ
こ
で
主
題
と
し

た
「
野
後
駅
」
以
外
に
も
、
文
献
上
か

ら
そ
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
「
玉
野

駅
」・「
大
室
駅
」・「
大
室
塞
」
な
ど
の

存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と

駒
籠
楯
跡
と
の
関
わ
り
が
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
も
大
き
な
関
心
事
で
す
。

も
し
駒
籠
楯
跡
が
「
野
後
駅
」
だ
と
す

れ
ば
、
そ
の
成
立
は
こ
れ
ま
で
の
調

査
成
果
に
よ
る
遺
構
群
の
在
り
方
か
らⅡ

ｂ
期（
九
世
紀

中
葉
）
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
で
は
、
そ
れ
以
前

のⅠ

期
～Ⅱ

ａ
期
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。駅
家

構
造
と
し
て
の
全
体
像
（
区
画
施
設
・
駅
路
・
駅
戸
集
落

他
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
等
々
、
こ
れ
か
ら
先
、
解

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積
の
状
況
で
す
。 
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一 

は
じ
め
に  

 

戦
前
に
山
形
県
郷
土
研
究
会
が
編
集
し
刊
行
し
た
『
山

形
縣
地
名
錄
』
に
つ
い
て
は
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し

ょ
う
。
山
形
県
で
は
県
史
の
編
纂
当
初
か
ら
歴
史
的
な
地

名
や
出
来
事
の
所
在
地
な
ど
を
特
定
す
る
際
に
、
必
要
な

文
献
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
同
様
に
市
町

村
史
の
編
纂
事
業
に
お
い
て
も
様
々
な
場
面
で
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

前
号
の
『
県
史
だ
よ
り
第
22
号
』
で
は
、
山
形
県
郷

土
研
究
会
に
よ
る
『
郷
土
研
究
叢
書
』
を
と
り
あ
げ
、
叢

書
全
十
三
冊
中
の
一
冊
と
し
て
名
称
の
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
『
山
形
縣
地
名
錄
』
初
版
本
の
発
刊
の

経
緯
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

二 

二
人
の
巻
頭
文 

本
書
の
編
集
計
画
が
立
て
ら
れ
作
業
が
始
ま
っ
た
の

は
、
山
形
県
郷
土
研
究
会
の
創
設
ま
も
な
い
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
五
月
頃
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
研
究
会

の
事
業
と
し
て
、
県
下
全
町
村
の
小
字
名
を
調
べ
、
整
理

し
て
わ
か
り
や
す
く
冊
子
に
す
れ
ば
、
地
名
の
研
究
ば
か

り
で
な
く
、
新
た
な
遺
跡
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
三
浦
新
七
会
長
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、常
務

幹
事
で
あ
っ
た
和
田
兼
三
郎
氏
が
中
心
に
な
っ
て
事
業

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

巻
頭
に
あ
る
三
浦
新
七
会
長
と
元
山
形
県
師
範
学
校

長
和
田
兼
三
郎
氏
の
記
述
か
ら
、
刊
行
に
至
る
ま
で
の
経

緯
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
下
、
そ
の
部
分
を

紹
介
し
ま
す
。 

序 
 

 
 

 
 

百
里
の
路
を
往
く
も
の
九
十
里
を
半
ば
と
す
。
和
田

校
長
以
來
の
計
劃
で
あ
つ
た
「
山
形
縣
地
名
錄
」
の
編

纂
事
業
も
、
十
年
の
星
霜
を
經
過
し
、
其
間
關
係
會
員

の
献
身
的
努
力
に
係
ら
ず
、
其
行
程
未
だ
九
十
里
に
も

及
ば
ず
し
て
茲
に
暫
定
的
稿
本
と
し
て
配
付
す
る
樣

に
な
つ
た
事
は
如
何
に
此
仕
事
が
賽
の
河
原
の
石
積

み
に
類
す
る
か
を
想
は
し
め
る
。 

（
中
略
） 

 
 

 

山
形
縣
鄕
土
研
究
會
長 

三 

浦 

新 

七 

 

 
 

 

序 
 

 
 

三
浦
會
長
謂
へ
ら
く
、縣
下
全
町
村
の
小
字
名
を
探

り
適
當
に
之
を
配
列
し
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
ば
地
名

の
研
究
に
便
な
る
べ
く
、
又
史
上
隱
滅
せ
る
遺
跡
を
も

發
見
す
る
こ
と
あ
ら
ん
か
と
、幹
事
五
十
嵐
淸
藏
之
を

賛
し
議
熟
す
。
乃
ち
常
務
幹
事
た
る
予
に
命
じ
地
名
カ

ー
ド
を
作
製
せ
し
む
。 

昭
和
三
年
五
月
予
は
其
管
せ
る
山
形
縣
師
範
學
校

の
專
攻
科
生
徒
數
名
に
託
し
、
主
と
し
て
縣
内
各
税
務

署
に
就
き
其
の
収
藏
せ
る
土
地
臺
帳
を
基
礎
と
し
、
一

カ
ー
ド
毎
に
一
小
字
名
を
書
し
、
一
々
其
の
所
在
を
明

記
し
之
に
讀
假
名
を
附
し
更
に
全
國
に
於
け
る
同
一

の
地
名
を
拔
き
來
り
て
、
其
の
所
在
地
及
び
地
名
の
由

來
（
地
名
辭
書
等
に
よ
る
）
の
大
要
を
書
き
加
へ
、
最

後
に
是
等
を
五
十
音
順
に
配
列
し
索
引
に
便
せ
ん
と

せ
り
。 

（
中
略
） 

斯
く
て
着
々
進
行
中
、
翌
年
三
月
前
記
專
攻
科
生
徒

は
卒
業
し
て
學
窓
を
去
り
而
し
て
小
字
名
の
多
き
或

山
村
の
如
き
は
三
四
千
の
多
き
を
算
し
、
作
製
に
從
事

す
る
約
一
年
に
し
て
僅
か
に
略
全
カ
ー
ド
を
作
り
出

だ
し
た
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
然
も
其
の
讀
み
方
は
一
向
知

ら
る
べ
く
も
あ
ら
ず
、
よ
つ
て
次
に
は
全
カ
ー
ド
を
分

類
し
て
縣
下
の
小
學
校
に
送
附
し
、
讀
假
名
を
附
せ
ら
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県
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れ
る
こ
と
を
請
へ
り
。
之
を
受
け
た
る
小
學
校
に
於
て

も
山
間
部
に
於
け
る
地
名
の
如
き
は
、
如
何
に
之
を
讀

む
べ
き
か
に
つ
き
て
は
更
に
知
る
所
な
く
、
村
内
有
志
、

或
は
所
有
者
に
問
合
せ
て
記
入
す
る
こ
と
と
て
、
徒
に

多
く
の
年
月
を
經
過
す
る
の
み
に
て
更
に
進
捗
せ
ず
、

中
に
は
永
き
月
日
の
間
に
原
本
た
る
カ
ー
ド
を
失
へ

る
も
の
す
ら
出
で
、
事
成
る
の
日
豫
知
す
べ
か
ら
ず
、

苦
心
一
方
な
ら
ず
。（
中
略
）
五
年
三
月
予
も
亦
福
岡

縣
福
岡
師
範
學
校
に
轉
任
し
事
業
に
携
は
る
を
得
ざ

る
に
至
れ
り
。 

其
後
同
師
範
學
校
敎
諭
長
井
政
太
郎
氏
其
業
を
繼

ぎ
孜
々
と
し
て
經
營
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
前
後
十
年
の
日

子
を
費
し
た
る
本
書
も
終
に
漸
く
成
れ
り
と
聞
く
。
予

が
成
さ
ん
と
欲
し
て
成
し
得
ざ
り
し
所
の
も
の
茲
に

一
段
落
を
告
ぐ
、
予
の
喜
悦
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ

り
。（
中
略
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

      

和 

田 

兼 

三 

郞 

三
浦
新
七
会
長
は
、
本
書
刊
行
時
に
は
山
形
を
離
れ
、

東
京
商
科
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
学
長
、
同
名
誉
教
授
の

職
に
つ
き
ま
し
た
が
、
引
続
き
会
長
の
任
に
あ
り
ま
し
た
。

和
田
兼
三
郎
氏
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
異
動
に

よ
り
福
岡
師
範
学
校
へ
と
移
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
は
長

井
政
太
郎
氏
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
紆

余
曲
折
し
た
編
集
が
完
結
し
、
発
刊
で
き
た
こ
と
を
喜
ん

で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

三 

完
成
に
至
る
ま
で 

『
山
形
縣
地
名
錄
』
の
取
り
ま
と
め
と
刊
行
の
任
を
務

め
た
長
井
政
太
郎
氏
の
回
想
が
、『
山
形
県
地
域
史
研
究
』

第
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
和
田
兼
三
郎

氏
が
福
岡
師
範
学
校
に
転
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、

小
字
名
を
記
し
た
調
査
カ
ー
ド
の
整
理
を
托
さ
れ
た
が
、

未
整
理
の
町
村
も
多
く
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
町
村
の

小
学
校
長
か
ら
税
務
署
の
土
地
台
帳
を
元
に
小
字
名
の

読
み
が
な
を
附
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
原
稿
作
成
は
山
形
県
師
範
学
校
の
歴
史
専
攻

科
学
生
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
『
山
形
縣
地
名
錄
』

は
、
山
形
市
か
ら
始
ま
り
、
村
山
・
最
上
・
置
賜
・
庄
内

の
順
で
旧
市
町
村
ご
と
に
字
名
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
、
目

次
か
ら
の
総
頁
数
は
二
九
五
ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
い
ま
す
。

小
字
名
の
中
に
は
、
今
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
地
名
も

数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
昔
の
地
名
を
調
べ
る
上
で
貴
重

な
研
究
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

四 

お
わ
り
に 

こ
の
『
山
形
縣
地
名
錄
』
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
復
刻

版
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、『
山
形
県
地
名
録
』

山
形
県
郷
土
資
料
復
刊
協
会
・
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六

六
）
刊
行
と
「
山
形
県
地
名
録
」『
山
形
郷
土
研
究
叢
書 

第
10
巻
』
国
書
刊
行
会
・
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

刊
行
の
二
冊
で
す
。 

初
版
の
後
に
、
年
数
を
置
い
て
二
度
も
復
刻
版
が
出
さ

れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
県
内
の
研
究
者
か
ら
再
版
を
要

望
す
る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
年
月

が
経
過
し
て
も
本
書
の
価
値
は
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も

山
形
県
の
歴
史
・
地
理
を
は
じ
め
諸
方
面
の
研
究
に
お
い

て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

   
 山 

形 
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県
史
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